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ま
ほ
ろ
ば
グ
ル
メ
紀
行 

 
 
 
 
 
 

う
ま
か
も
ん
倶
楽
部 

 

格
子
の
引
き
戸
と
赤
い
毛
氈
が
店
の 

目
印
で
す
䣎
店
内
に
入
る
と
和
空
間 

が
広
が
䣬
て
い
て
䣍
上
品
な
雰
囲
気 

で
あ
り
な
が
ら
リ
䤀
ズ
ナ
ブ
ル
な
和 

風
創
作
料
理
が
楽
し
め
ま
す
䣎
ラ
ン 

チ
は
２
品
組
み
合
わ
せ
自
由
で
䣍
千 

三
百
円
で
す
䣎
私
は
天
ぷ
ら
と
お
寿 

司
䣍
娘
は
ス
テ
䤀
キ
と
刺
身
䣍
お
寿 

司
に
は
ミ
ニ
う
ど
ん
が
付
い
て
い
ま 

す
䣎
揚
げ
た
て
の
天
ぷ
ら
は
衣
バ
リ 

バ
リ
䣍
ス
テ
䤀
キ
は
柔
ら
か
く
食
べ 

や
す
い
で
す
䣎
特
に
䣍
刺
身
䣍
寿
司 

は
新
鮮
で
し
た
䣎
量
も
あ
り
本
当
に 

美
味
し
く
食
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま 

し
た
䣎 

䣓
一
条
䣔 

住
所 

奈
良
市
東
向
中
町
15 
 
 
 
 
 

駐
車
場 

有 

営
業
時
間 

 

月
䣢
金
１７
時
䣢
２３
時 

土
䣍
日
１１
時
䣢
１４
時 

１５
時
䣢
２３
時 

電
話 

0742-22-6226 

                                    
       

    

お
し
䣭
べ
り
食
堂
の 

 
 

開
催
予
定 

 
 
 
 
 

記 

◎
開
催
日
時 

１１
月
２２
日
䥹
土
曜
日
䥺 

 

午
前
11
䥽
30
䦅
午
後
１
䥽
30 

 

受
付
は
午
前
１１
時
よ
り
午
後
1
時 

◎
開
催
場
所 

 

プ
リ
ズ
ム
へ
ぐ
り
２
F 

◎
参
加
費 

 

お
一
人
様
３
０
０
円 

◎
昼
食
メ
ニ
䣻
䤀 

カ
レ
䤀
ラ
イ
ス
䣍

果
物
䣍
飲
物 

◎
申
込
方
法 

 

か
し
の
き
荘
䥹
４
５-

５
７
６
８
䥺 

へ
電
話
で
申
込
み
し
て
下
さ
い 

◎
申
込
期
間
䥹
５
０
名
先
着
順
䥺 

１１
月
４
日
䥹
火
曜
日
䥺
䦅 

１１
月
１４
日
䥹
金
曜
日
䥺 

    

䣗
報
告
・
連
絡
事
項
䣘 

 １
䣍
専
門
部
関
係 

 

① 

女
性
部 

⑴
第
3
回
女
性
部
役
員
会 

・
９
月
29
日
䥹
月
䥺
13
䥽
30
䣢 

か
し
の
き
荘
会
議
室 

⑵
第
２
回
女
性
部
長
会
議 

・
10
月
16
日
䥹
木
䥺
か
し
の
き
荘
新

館
会
議
室
䣓
論
語
講
座
䣔 

三
郷
町
三
生
連 

谷
口
会
長 

参
加
者
５２
名 

⑶
令
和
７
年
度
女
性
部
社
会
見
学 

 

・
令
和
８
年
１
月
１９
日
䥹
月
䥺 

和
歌
山
方
面
予
定 

 

②  

健
康
部 

⑴
健
康
ウ
䣸
䤀
ク 

・
第
168
回
10
月
28
日
䥹
火
䥺
総
合 

文
化
セ
ン
タ
䤀
9
䥽
30
ス
タ
ン
プ 

ラ
リ
䤀
奥
の
院
䣢
笙
谷
寺
䣢
正
福
寺 

２km(

コ
ミ
バ
ス
利
用)

参
加
者
２２
名 

・
第
169
回
11
月
25
日
䥹
火
䥺
プ
リ 

ズ
ム
へ
ぐ
り
9
䥽
30
ス
タ
ン
プ
ラ 

リ
䤀
竜
田
川
䣢
斑
鳩
町
紅
葉
寺
4km 

⑵
健
康
フ
䣷
ス
タ
䤀 

・
10
月
14
日
䥹
火
䥺
プ
リ
ズ
ム
へ
ぐ
り

講
師 

貴
志
信
吾
健
康
運
動
指
導
士 

認
知
症
機
能
低
下
予
防
等
の
講
義
と

体
力
測
定 

参
加
者
27
名 

(3)
平
群
町
ス
ポ
䤀
ツ
フ
䣷
ス
テ
バ
ル 

・
11
月
16
日
䥹
日
䥺
9:

00
䦅
総
合
ス

ポ
䤀
ツ
セ
ン
タ
䤀
䥹
屋
内
䥺 

体
力
測
定
䣍
ス
ポ
䤀
ツ
輪
投
げ 

  
 

③ 

伝
承
交
流
活
動
部 

⑴
10
月
30
日
䥹
木
䥺
定
例
会
10
䥽
00 

か
し
の
き
荘 

⑵
11
月
20
日
䥹
木
䥺
定
例
会
10
䥽
00 

か
し
の
き
荘 

④
ふ
れ
あ
い
情
報
部 

⑴
１１
月
号
10
月
18
日
䥹
土
䥺
編
集
委
員
会 

10
月
30
日
䥹
木
䥺
印
刷
・
発
行 

⑵
12
月
号
11
月
15
日
䥹
土
䥺
編
集
委
員
会 

11
月
28
日
䥹
金
䥺
印
刷
・
発
行 

 

⑤
ク
ラ
ブ
統
括
部 

⑴
第
2
回
ク
ラ
ブ
代
表
者
会
議 

・
9
月
9
日
䥹
火
䥺
か
し
の
き
荘 

平
群
町
補
助
金
䣍
長
寿
会
連
合
会
助 

成
金
支
給 

⑵
郡
生
連
カ
ラ
オ
ケ
大
会
募
集 

䦂
１１
月
２０
日
䥹
木
䥺
開
催
䦄 

・
平
群
町
長
寿
会
の
参
加
者
は
２８
名
䣎 

 

⑥
高
齢
者
相
互
支
援
事
業
部 

⑴
お
し
䣭
べ
り
食
堂
開
催 

・
第
24
回
10
月
25
日(

土)

11
䥽
30
䣢

13
䥽
30
プ
リ
ズ
ム
へ
ぐ
り 

・
第
25
回
11
月
22
日(

土)

11
䥽
30
䣢

13
䥽
30
プ
リ
ズ
ム
へ
ぐ
り 

⑵
平
群
町
福
祉
課
会
食
サ
䤀
ビ
ス 

䥹
ホ
䣹
と
食
堂
䥺
の
応
援 

・
9
月
2
日
䥹
火
䥺
プ
リ
ズ
ム
へ
ぐ
り 

⑶
高
齢
者
相
互
支
援
事
業
部
会
開
催 

・
９
月
26
日
䥹
金
䥺
か
し
の
き
荘 

 
 

２
䣍
本
部
関
係  

⑴
９
月
末
日
現
在
会
員
数
速
報 

1,679

名
䥹
年
度
当
初
比
▲
7
名
䥺 

 

⑵
令
和
7
年
度
䣓
平
群
町
敬
老
会
䣔   

・
9
月
6
日
䥹
土
䥺
敬
老
会
の
演
技

は
新
舞
踊
が
参
加  

森
会
長
出
席 

⑶
平
群
町
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会  

・
９
月
29
日
䥹
月
䥺
プ
リ
ズ
ム
へ
ぐ
り

会
議
室 

森
会
長
出
席 

⑷
第
2
回
ホ
䤀
ム
ぺ
䤀
ジ
作
成
会
議 

・
9
月
25
日
䥹
木
䥺
䣍
10
月
23
日
䥹
木

参
加
者
5
名 

規
約
集
䣍
組
織
図
等
の
見
直
し
䣎 

⑸
か
し
の
き
荘
美
化
運
動 

１０
月
17 

日
䥹
金
䥺
行
い
ま
し
た
䣎 

か
し
の
き
荘
の
室
内
・
室
外
と
も

綺
麗
に
清
掃
し
て
頂
き
有
難
う
御

座
い
ま
し
た
䣎
参
加
者
91
名 

 

３
䣍
郡
生
連
関
係 

⑴
第
３
回
役
員
会
議 

・
10
月
10
日
䥹
金
䥺
か
し
の
き
荘 

⑵
第
２
回
役
員
会
議
決
定
事
項 

・ 

指
導
者
研
修
会 

11
月
12
日
䥹
水
䥺
13
日
䥹
木
䥺 

愛
知
県
三
河
湾
方
面
に
決
定 

 

参
加
者
４１
名
の
予
定 

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会 

11
月
11
日
䥹
火
䥺
平
群
町
総
合
ス
ポ

䤀
ツ
セ
ン
タ
䤀
グ
ラ
ウ
ン
ド 

参
加
チ
䤀
ム
は
各
町
20
名
と
す
る
䣎 

・
カ
ラ
オ
ケ
大
会 

11
月
20
日
䥹
木
䥺
斑
鳩
町
い
か
る
が

ホ
䤀
ル
大
ホ
䤀
ル
で
行
い
ま
す
䣎 

平
群
町
の
参
加
者
は
２８
名
に
決
定
し

ま
し
た
䣎
10
時
か
ら
開
会
式
を
行
い

ま
す
の
で
䣍
多
数
の
ご
参
加
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
䣎 

    

䥹
裏
面
へ
続
く
䥺 

子
供
の
頃
父
の
仕
事
を
手
伝
䣬
て

い
て
寸
法
面
は
と
て
も
シ
ビ
ア
で

厳
し
か
䣬
た
䣎
例
え
ば
䣍
薪
を
切
る

に
し
て
も
何
か
を
造
る
に
し
て
も

寸
法
の
誤
差
は
ミ
リ
単
位
䣎 

そ
ん
な
環
境
で
育
ち
入
社
し
た
会
社
は

品
質
管
理
経
営
Ｔ
Q
C
䥹
ト
䤀
タ
ル
・

ク
オ
リ
テ
イ
・
コ
ン
ト
ロ
䤀
ル
䥺
デ
ミ

ン
グ
賞
の
受
賞
を
目
標
に
社
員
教
育
を

し
て
い
た
䥹
日
本
の
品
質
管
理
の
父
と

言
わ
れ
る
ア
メ
リ
カ
の
エ
ド
ワ
䤀
ド
・

デ
ミ
ン
グ
博
士
䥺
教
育
内
容
の
ほ
ん
の

一
部
を
挙
げ
ま
す
◇
改
善
活
動
の
重
要

な
項
目
は
䣍
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
䥹
プ
ラ
ン
・
ド

䣶
・
チ
䣷
䣹
ク
・
ア
ク
シ
䣼
ン
䥺
こ
の

柱
が
な
く
て
は
䣍
全
体
に
改
善
が
果
た

せ
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
◇
問
題
の
解

析
に
は
䣍
パ
レ
䤀
ト
図
・
特
性
要
因
図
・ 

                                               

ヒ
ス
ト
グ
ラ
フ
等
が
有
る
◇
私
自
身

の
性
格
も
あ
䣬
て
か
䣍
と
て
も
細
か

い
事
に
こ
だ
わ
る
習
慣
が
身
に
つ
い

て
い
ま
し
た
䣎
例
え
ば
䣍
床
の
小
さ

な
ご
み
を
拾
う
䣎
家
の
前
の
歩
道
か

ら
自
宅
建
物
周
り
ま
で
の
雑
草
が
あ

り
ま
せ
ん
䣎
来
ら
れ
た
人
は
何
で
草

が
な
い
の
？
と
聞
か
れ
る
䣎
私
は
答

え
ま
し
た
草
は
植
え
て
な
い
ん
で
す

(

笑)

今
も
そ
れ
が
満
足
で
や
り
甲
斐

を
感
じ
楽
し
い
の
で
す
◇
私
は
こ
れ

か
ら
も
い
ま
の
習
慣
を
変
え
ず
䣍
ゆ

䣬
く
り
と
ス
パ
イ
ラ
ル
ア
䣹
プ
出
来

れ
ば
良
い
が
無
理
せ
ず
や
れ
る
と
こ

ろ
ま
で
や
る
気
持
ち
で
い
ま
す
◇
※

最
後
に
特
に
お
伝
え
し
た
い
事
䣎䣓
デ

ミ
ン
グ
博
士
が
日
本
企
業
を
指
導
し

て
く
れ
な
け
れ
ば
䣍
日
本
は
戦
後
の

高
度
成
長
が
果
た
せ
な
か
䣬
た
と
䣔 

                                  

発行 

平 群 町 
長 寿 会 
ふれあい 
情報部 

令
和
７
年
度
第
４
回
理
事
会 

開
催 

 

優
良
老
人
ク
ラ
ブ
䥹
知
事
表
彰
䥺
上
庄
台
長
寿
会
受
賞 

                 
 

平
群
町
長
寿
会
連
合
会 

会
長 

森 
 

孝 

嗣 

 
 

１０
月
２９
日
䥹
水
䥺
令
和
７
年
度
第
４
回
理
事
会
が
䣍
か
し
の
き
荘
新
館
会
議
室

に
お
い
て
䣍
32
地
区
会
長
䥹
西
向
䣍
緑
䣿
丘
䣍
下
垣
内
䣎
春
日
丘
䣍
北
信
貴
ケ
丘

地
区
欠
席
䥺
本
部
役
員
䣍
事
務
局
員
䣍
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
䣎
当
日
上
程

さ
れ
た
議
案
は
䣍
原
案
通
り
全
会
一
致
で
全
て
了
承
・
議
決
さ
れ
ま
し
た
の
で
左
記
の
通

り
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
䣎 

 
 

協
議
事
項
で
は
定
例
の
䣓
新
年
互
礼
会
䣔
の
開
催
が
協
議
さ
れ
䣍
開
催
す
る
こ

と
が
決
ま
り
ま
し
た
䣎 

 
 

平
群
町
共
同
募
金
委
員
会
か
ら
䣓
赤
い
羽
根
共
同
募
金
䣔
の
要
請
が
あ
り
例
年

通
り
協
力
す
る
事
を
全
会
一
致
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
䣎 

 
 

９
月
５
日
䥹
金
䥺
令
和
７
年
度
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
知
事
表
彰
が
奈
良
県
バ
ス
タ 

䤀
ミ
ナ
ル
レ
ク
チ
䣺
ホ
䤀
ル
で
平
群
町
上
庄
台
長
寿
会
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
䣎 

上
庄
台 

末
永
䣍
表
䣍
長
寿
会
連
合
会 

森
会
長
が
参
加
し
ま
し
た
䣎 

 
 

か
し
の
き
荘
美
化
運
動
は
１０
月
１７
日
䥹
金
䥺
に
行
な
い
ま
し
た
䣎 

甘口辛口 
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䥹
表
面
か
ら
続
く
䥺 

・
女
性
部
料
理
講
習
会 

12
月
10
日
䥹
水
䥺
平
群
町
プ
リ
ズ
ム

へ
ぐ
り
２F
管
理
栄
養
室
18
名
参
加

予
定 
各
町
２
名
講
習
会
に
招
待 

 

４
䣍
県
老
連
関
係 

⑴ 

第
69
回
理
事
会
開
催 

9
月
11
日(
木)
県
社
会
福
祉
総
合
セ

ン
タ
䤀
5F
大
会
議
室 

森
会
長
出
席 

⑵
令
和
7
年
度
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
知

事
表
彰
に
平
群
町
上
庄
台
長
寿
会

が
決
定
し
ま
し
た
䣎 

表
彰
式
は
9
月
5
日
䥹
金
䥺
奈
良
県

バ
ス
タ
䤀
ミ
ナ
ル
レ
ク
チ
䣺
䤀
ホ
䤀

ル 

出
席
者 

末
永
䣍
表
䣍
森
会
長 

⑶
令
和
７
年
度
䣓
介
護
予
防
・
健
康
づ

く
り
リ
䤀
ダ
䤀
養
成
講
座
䣔 

養
成
講
座
受
講
者 

山
本
䣍
二
宮 

 

䣗
協
議
事
項
䣘 

⑴
新
年
互
礼
会
の
開
催
令
和
８
年 

１
月
９
日
䥹
金
䥺
１２
䥽
３０
䦅 

か
し
の
き
荘
２F
集
会
室 

⑵
平
群
町
共
同
募
金
委
員
会
か
ら
䣓
赤 

い
羽
根
共
同
募
金
䣔
の
例
年
通
り
協 

力
要
請
が
あ
り
ま
し
た
䣎 

協
議
事
項
は
参
加
者
全
員
了
承
し
て 

頂
き
ま
し
た
䣎 

  

第
167
回
健
康
ウ
オ
䤀
ク 

 
 

烏
土
塚
古
墳
・
若
井
墓
地 

 
  

 
 
 
 
 

健
康
委
員 

鵜
飼 

勤 

９
月
23
日
䣍
よ
う
や
く
暑
さ
も
和
ら

ぎ
䣍
10
名
の
参
加
で
し
た
䣎
ボ
ラ
ン
テ

䣵
ア
ガ
イ
ド
の
会
の
島
崎
さ
ん
と
村
上

さ
ん
に
ご
案
内
い
た
だ
き
ま
し
た
䣎
ま

た
䣍
山
西
さ
ん
に
も
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
䣎
町
内
最
大
の
前
方
後
円
墳
䣍
国

指
定
史
跡
の
烏
土
塚
古
墳
䣎
金
銀
装
太

刀
な
ど
多
数
の
出
土
品
は
橿
原
考
古

学
博
物
館
で
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
䣎
若

井
墓
地
に
は
四
国
霊
場
88
番
䣍
結
願

䥹
け
ち
が
ん
䥺
大
窪
寺
の
薬
師
如
来
石

仏
が
あ
り
ま
す
䣎
さ
ら
に
石
床
神
社
へ
䣎

古
代
の
巨
石
信
仰
の
神
社
で
す
䣎
西
宮

古
墳
を
背
景
に
記
念
写
真
䣎
精
美
な
切

石
の
横
穴
式
石
室
䣎
聖
徳
太
子
の
子
の

山
背
大
兄
王
の
墓
と
す
る
説
も
あ
り

ま
す
䣎 

11
月
は
䣍
龍
田
川
か
ら
斑
鳩
の
紅
葉

寺
へ
䣎
四
国
八
十
八
䣿
所
霊
場
の
10
番
䣍

11
番
䣍
12
番
䣍
13
番
䣍
53
番
の
石
仏

を
訪
ね
ま
す
䣎 

 

     

  
 

お
知
ら
せ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

健
康
部 

  

◇
健
康
ウ
オ
䤀
ク 

 

・
第
169
回 

11
月
25
日(

火) 
 

・
竜
田
川
䦅
紅
葉
寺
4.0
㎞ 

・
プ
リ
ズ
ム
平
群 

９
䥽
30
集
合 

※
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ 

さ
い 

※
飲
物
・
手
帳
・
雨
具
・
マ
ス
ク 

当
日
午
前
６
時
50
分
咟
咙
咜
気
象
情 

報
で
奈
良
県
北
部
の
午
前
中
の
降
水 

確
率
が
40
％
以
上
の
時
は
中
止 

   
䣓
近
江
八
幡
ラ
・
コ
リ
䤀
ナ
＆ 

め
ん
た
い
パ
䤀
ク
道
中
記
䣔 

 

竜
田
川
団
地
長
寿
会 

 

会
長 

林
田 

勝
憲 

 

長
寿
会
構
成
員
も
高
齢
化
の
中
で
外 

出
の
機
会
も
少
な
く
な
り
気
分
転
換
と

交
流
の
機
を
持
つ
た
め
に
町
が
無
償
で

提
供
す
る
バ
ス
を
活
用
し
た
旅
を
計
画

し
て
い
ま
し
た
䣎
利
用
す
る
に
は
抽
選

に
当
た
る
こ
と
が
前
提
で
䣍
今
回
は
幸

運
の
持
ち
主
䣍
福
井
さ
ん
が
見
事
に
残

り
く
じ
を
引
き
当
て
実
現
し
ま
し
た
䣎 

早
速
下
見
を
実
行
䣍
滋
賀
近
江
八
幡

へ
の
旅
企
画
を
し
て
準
備
を
進
め
ま
し

た
が
䣍
猛
暑
続
き
な
の
で
外
を
歩
く
時

間
を
控
え
る
場
所
を
探
し
急
遽
行
き
先

を
変
更
し
ま
し
た
䣎
２３
名
の
参
加
者
に

お
集
ま
り
い
た
だ
き
楽
し
い
旅
が
実
現

で
き
ま
し
た
䣎 

出
発
は
䣍
９
月
２４
日
AM
９
時
に
３
号

公
園
に
全
員
集
ま
り
い
ざ
出
発
䣍
天
候

も
薄
曇
り
で
気
温
も
今
ま
で
の
酷
暑
が

和
ら
ぎ
快
適
な
旅
日
よ
り
と
な
り
車
は

一
分
ジ
䣺
ン
ク
シ
䣼
ン
か
ら
高
速
に
入

り
大
阪
門
真
を
経
由
し
て
京
滋
バ
イ
パ

ス
を
快
調
に
走
り
続
け
予
定
の
時
間
に

は
訪
問
地
ラ
・
コ
リ
䤀
ナ
に
到
着
䣍
た

ね
や
が
運
営
す
る
バ
ウ
ム
ク
䤀
ヘ
ン
と

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
一
息
䣍
ラ
・
コ
リ

䤀
ナ
は
自
然
と
の
調
和
を
社
是
と
し
て

建
物
全
体
の
屋
根
に
は
芝
生
を
覆
い
外

観
は
メ
ル
ヘ
ン
チ
䣹
ク
な
ト
ト
ロ
の
世

界
を
感
じ
ま
し
た
䣎 

館
外
に
は
広
大
な
田
ん
ぼ
が
広
が
り 

懐
か
し
い
田
舎
の
風
景
が
広
が
䣬
て
い

ま
す
䣎
残
念
だ
䣬
た
の
は
数
日
前
に
稲

刈
り
が
行
わ
れ
䣍
裸
の
田
ん
ぼ
で
し
た
䣎

１
時
間
程
の
滞
在
で
し
た
が
時
間
が
少

し
余
り
慌
た
だ
し
い
訪
問
で
し
た
が
䣍

次
の
訪
問
地
博
多
明
太
子
の
老
舗
か
ね

ふ
く
の
運
営
す
る
め
ん
た
い
パ
䤀
ク
へ
䣎 

 

琵
琶
湖
の
よ
く
整
備
さ
れ
た
湖
畔
道
路

を
走
り
３０
分
程
で
到
着
䣍
建
物
は
琵
琶

湖
を
見
下
ろ
す
高
台
に
あ
り
雄
大
な
琵 

琶
湖
の
景
色
と
子
供
た
ち
が
遊
べ
る
遊

具
な
ど
も
設
置
さ
れ
て
家
族
づ
れ
や
グ

ル
䤀
プ
で
の
来
訪
者
も
多
く
ゆ
䣬
た
り

と
時
間
を
使
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
䣎 

館
内
で
は
明
太
子
製
造
を
身
近
に
見

学
し
䣍
出
来
立
て
の
明
太
子
を
使
䣬
た

お
に
ぎ
り
や
豚
ま
ん
䣍
ス
パ
ゲ
䣹
テ
䣵

な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
購
入
し
て
見
晴
ら
し

の
良
い
デ
䣹
キ
で
三
々
五
々
舌
鼓
を
打

つ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
䣎
特
に
䣍
お
に

ぎ
り
は
沢
山
の
明
太
子
や
フ
レ
䤀
ク
が

入
䣬
て
お
り
䣍
め
ん
た
い
豚
ま
ん
も
思

い
の
外
䣍
美
味
で
い
く
つ
も
食
べ
た
い

気
持
ち
で
し
た
䣎 

 

め
ん
た
い
パ
䤀
ク
琵
琶
湖
も
１
時
間

半
ほ
ど
の
滞
在
で
し
た
が
ゆ
䣬
く
り
と

お
腹
を
肥
し
雄
大
な
琵
琶
湖
を
眺
め
な

が
ら
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
出

来
ま
し
た
䣎 

帰
路
は
䣍
琵
琶
湖
大
橋
を
渡
り
湖
西 

道
路
を
一
路
京
都
へ
䣍
京
都
東
か
ら
名

神
高
速
に
乗
り
東
大
阪
の
荒
本
の
料
金

所
で
他
車
が
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
し
渋
滞

に
巻
き
揉
ま
れ
た
が
ほ
ぼ
計
画
通
り
に

帰
還
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
䣎
参
加

者
に
も
不
具
合
者
が
出
ず
無
事
に
家
路

に
つ
く
こ
と
が
出
来
一
安
心
し
ま
し
た
䣎 

慌
た
だ
し
い
時
間
の
中
で
し
た
が
車 

内
も
賑
や
か
な
会
話
や
笑
い
声
で
交
流

が
出
来
た
様
で
す
䣎 

    

一
年
間
の
家
庭
菜
園 

  

楽
農
ク
ラ
ブ
講
師 

半
澤
盛
雄 

  

十
一
月
で
も
ダ
イ
コ
ン
や
ニ
ン
ジ
ン

を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
䣎
そ
の
為
に

は
ひ
と
工
夫
が
必
要
で
す
䣎 

保
温
シ
䤀
ト
で
畝
を
覆
う
こ
と
で
生

育
適
温
が
確
保
で
き
䣍
生
育
が
促
さ
れ

る
だ
け
で
な
く
䣍
ト
ウ
立
ち
の
抑
制
も

可
能
䣎 

 

ま
た
䣍
作
物
が
雨
風
の
影
響
を
受
け 

に
く
く
な
り
䣍
病
害
虫
の
被
害
も
少
な

く
な
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
䣎
さ
ら
に

は
冬
の
間
も
畑
を
効
率
よ
く
活
用
で
き
䣍

野
菜
の
少
な
く
な
る
端
境
期
に
収
穫
で

き
る
の
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
䣎 

・
ト
ン
ネ
ル
支
柱 

 

長
さ
２
１
０
䦅
２
４
０
㎝
の
曲
が
る 

タ
イ
プ
の
支
柱
が
使
い
や
す
い
で
す
䣎 

 

・
被
膜
シ
䤀
ト
保
温
性
の
高
い
農
ビ
䥹
ビ

ニ
䤀
ル
䥺
を
使
う
と
便
利
で
す
䣎 

・
ポ
リ
マ
ル
チ
被
膜
シ
䤀
ト
と
は
別
に
䣍

畝
の
上
に
黒
い
ポ
リ
マ
ル
チ
を
張
る

と
䣍
地
面
の
保
温
効
果
が
ア
䣹
プ
し

ま
す
䣎 

越
冬
野
菜
の
種
ま
き
は
䣍
上
旬
ま
で
䣎 

秋
冬
野
菜
の
収
穫
が
次
々
と
始
ま
る
䣎 

 

ニ
ン
ジ
ン
䣍
キ
䣺
ベ
ツ
䣍
ハ
ク
サ
イ 

䣍
ダ
イ
コ
ン
な
ど
多
く
の
秋
冬
野
菜
が 

収
穫
可
能
に
な
り
ま
す
䣎
気
温
が
低
い 

の
で
䣍
慌
て
て
収
穫
し
な
く
て
も
品
質 

は
低
下
し
な
い
䣎
必
要
な
分
だ
け
収
穫 

し
ま
し
䣯
う
䣎
下
旬
に
は
ブ
ロ
䣹
コ
リ 

䤀
の
側
花
蕾
も
で
き
る
よ
う
に
な
る
䣎 

 

越
冬
野
菜
の
中
で
䣍
も
䣬
と
も
遅
く 

ス
タ
䤀
ト
す
る
タ
マ
ネ
ギ
の
植
え
付
け 

が
始
ま
り
ま
す
䣎
春
先
に
と
う
立
ち 

さ
せ
な
い
為
に
は
䣍
遅
く
と
も
十
二
月 

上
旬
ま
で
に
植
え
つ
け
て
下
さ
い
䣎 

   

＊
䣓
十
一
月
上
旬
䣔
収
穫
䥹
サ
ツ
マ 

イ
モ
・
サ
ト
イ
モ
・
生
姜
・
ダ
イ
コ
ン
・ 

春
菊
䥺
䣍
収
穫
終
了
䥹
ニ
ン
ジ
ン
・
長 

ネ
ギ
・
キ
䣺
ベ
ツ
・
ハ
ク
サ
イ
・
ブ
ロ 

䣹
コ
リ
䤀
・
ミ
ズ
ナ
䥺
䣍
間
引
き
䣍
䥹
ホ 

ウ
レ
ン
ソ
ウ
・
ル
䣹
コ
ラ
・
小
カ
ブ
䥺
䣍 

生
育
中
䥹
ナ
バ
ナ
䥺䣍
植
え
つ
け
䥹
イ 

チ
ゴ
䥺
十
月
中
旬
䦅
十
一
月
上
旬 

直
ま
き
䥹
エ
ン
ド
ウ
䥺
十
月
下
旬
䦅 

十
一
月
上
旬 

  

＊
䣓
十
一
月
中
旬
䣔
収
穫
䥹
ニ
ン
ジ 

ン
・
ネ
ギ
・
キ
䣺
ベ
ツ
・
ハ
ク
サ
イ
・ 

ダ
イ
コ
ン
・
ミ
ズ
ナ
䥺
䣍
収
穫
開
始
䥹 

カ
リ
フ
ラ
ワ
䤀
・
オ
䤀
タ
ム
ポ
エ
ム
䥺
䣍 

間
引
き
・
追
肥
・
土
寄
せ
䥹
小
カ
ブ
䥺
䣍 

追
肥
・
土
寄
せ
䥹
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
・
ブ 

ロ
䣹
コ
リ
䤀
・
ル
䣹
コ
ラ
・
春
菊
䥺 

䣍
植
え
つ
け
䥹
タ
マ
ネ
ギ
䥺
十
一
月 

中
旬
䦅
十
二
月
上
旬
䣍
生
育
中
䥹
エ 

ン
ド
ウ
・
ソ
ラ
マ
メ
䥺
䣍
収
穫
終
了 

䥹
サ
ツ
マ
イ
モ
・
サ
ト
イ
モ
・
生
姜
䥺 

 

＊
䣓
十
一
月
下
旬
䣔
収
穫
䥹
ニ
ン 

ジ
ン
・
長
ネ
ギ
・
キ
䣺
ベ
ツ
・
ハ
ク 

サ
イ
・
ダ
イ
コ
ン
・
ミ
ズ
ナ
・
カ
リ 

フ
ラ
ワ
䤀
・
オ
䤀
タ
ム
ポ
エ
ム
䥺
䣍 

収
穫
開
始
䥹
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
・
ブ
ロ 

䣹
コ
リ
䤀
・
ル
䣹
コ
ラ
䥺
䣍
追
肥
・ 

土
寄
せ
䥹
ニ
ン
ニ
ク
・
小
カ
ブ
䥺
䣍 

収
穫
終
了
䥹
春
菊
䥺 

  

 

短
歌
ク
ラ
ブ
䥹
五
十
音
順 

循
環
䥺 

 

娘
と
孫
は
大
谷
さ
ん
観
る
た
め
ロ
ス
で

会
い
帰
国
も
別
と
聞
い
て
お
ど
ろ
く 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

芝
田
ユ
ク
子 

 

雲
海
の
は
る
か
か
な
た
に
昇
る
陽
は
山

肌
染
め
て
我
等
を
染
め
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

長
谷
部
紀
義 

 

車
避
け
我
が
行
き
馴
れ
し
野
の
道
も
年

毎
姿
変
わ
り
ゆ
く
な
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

前
田 

通
恵 

 

陽
が
高
く
あ
ま
り
の
暑
さ
出
び
か
え
る

足
腰
弱
ま
り
口
数
も
へ
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

飯
田 

陽
子 

 

か
ぼ
す
と
う
色
濃
き
緑
つ
や
や
か
に

䣓
秋
刀
魚
に
か
け
よ
䣔
と
友
の
く
れ
た

り 
 
 
 
 
 
 
 
 

魚
住 

潤
子 

 

ゆ
た
か
な
る
瑞
穂
の
国
よ
隔
て
な
く
配

ら
せ
給
へ
稔
り
の
秋
に 

 
 
 
 
 
 
 
 

奥
田 

 

梓 
 

友
達
も
一
人
二
人
と
去
䣬
て
逝
き
西
空

仰
ぎ
ひ
と
き
わ
寂
し 

 
 
 
 
 
 
 
 

小
東 

隆
子 

             

川
柳
ク
ラ
ブ 

今
回
の
題
詠
は
䣓
米
䣔
で
す 

 

令
和
の
米
騒
動
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
の

高
騰
と
な
り
暫
く
お
米
が
ス
䤀
パ
䤀
の

店
頭
か
ら
消
え
る
騒
ぎ
・
・ 

大
臣
が

代
わ
り
・
・
備
蓄
米
が
放
出
さ
れ
て
ひ

と
ま
ず
・
・
も
䣬
と
安
く
し
て
エ
䦅 

 

植
え
た
米
天
気
に
勝
䣬
て
豊
作
だ 

 
 
 
 
 
  
 
 
  
  

 
 
 

難
波 

尊
志 

 

米
値
上
げ
下
が
る
の
待
つ
が
気
配
な
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

濵
﨑 

晴
美 

 

塩
む
す
び
そ
の
味
わ
か
る
孫
う
れ
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

藤
本 

和
子 

 

仏
ほ
と
け

飯め
し

い
つ
あ
げ
た
の
か
忘
れ
て
た 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

藤
井 

信
夫 

 

米
騒
動
無
能
大
臣
首
に
な
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

藤
田 

利
治 

  

ダ
ン
ス
す
る
ま
だ
ま
だ
元
気
米
寿
で
す 

宮
崎
多
喜
代 

 

値
が
下
が
り
財
布
が
ゆ
る
む
備
蓄
米 

山
本 

千
歳 

 

新
米
に
新
サ
ン
マ
食
う
秋
の
夢 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
橋 

秀
尹 

 

土
鍋
ご
飯
今
日
も
出
来
て
る
カ
ニ
の
穴 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

阿
部 

裕
子 

 

も
う
止
め
よ
う
植
え
時
来
る
と
田
が
叫
ぶ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

相
川 

昌
子 

             
         

お
く
や
み 

  

令
和
7
年
９
月
20
日 

か
ら
10
月 

19
日
の
間
に
左
記
の
会
員
の
ご
逝 

去
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
䣎 

 
 
 

岡
田 

光
生 

様(

87) 

福
貴
畑
地
区 

    
 

生
前
を
偲
び
䣍
謹
ん
で
ご
冥
福
を 

お
祈
り
致
し
ま
す
䣎 

  

長
寿
会
連
合
会
一
同 

 


